
東
村
山
市
北
西
部
地
区
の

歴
史
遺
産
の
目
玉
で
あ
る
下

宅
部
遺
跡
か
ら
の
出
土
品
は

三
、
四
千
年
前
の
縄
文
人
の

生
活
の
様
子
が
わ
か
る
貴
重

な
品
物
ば
か
り
で
す
。

地
下
の
水
の
中
に
埋
も
れ

て
い
た
た
め
に
有
機
物
も
腐

ら
ず
そ
の
ま
ま
の
姿
で
出
土

し
た
の
で
す
。

指
定
資
料
は
縄
文
時
代
で

は
日
本
唯
一
の
発
見
と
な
る

漆
の
樹
液
の
採
取
跡
を
持
つ

木
材
の
他
、
飾
り
弓
、
し
ゃ

く
し
、
装
身
具
、
土
器
な
ど

の
漆
塗
り
製
品
で
す
。

20
年
度
の
総
会
第
二
部
に

行
わ
れ
た
日
笠
山
氏
の
講
演

『
資
料
で
読
む

古
代
の
東
村
山
』

は
市
内
の
遺
跡

や
関
係
す
る
文

書
の
資
料
を
挙

げ
て
説
明
い
た

だ
き
ま
し
た
。

大
変
好
評
で

し
た
の
で
一
部

を
以
下
に
掲
載

し
ま
し
た
。

◎
下
宅
部
遺
跡

は
、
遺
物
が
湿

土
中
に
あ
っ
て

保
存
状
況
が
良

く
、
考
古
学
会

の
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。

◎
古
代
の
東
村
山
は
、
７
世

紀
に
造
ら
れ
た
東
山
道
武
蔵

路
が
縦
断
し
、
交
通
の
要
衝

で
し
た
。
平
成
12
年
正
月
、

土
方
医
院
の
改
築
現
場
か
ら

道
幅
12
メ
ー
ト
ル
の
東
山
道

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

◎
こ
の
古
道
か
ら
古
銭
（
一

〇
四
五
年
初
鋳
）
が
発
見
さ

れ
て
お
り
、

建
設
さ
れ
て

四
〇
〇
年
後

も
広
く
利
用

さ
れ
て
い
た

こ
と
を
物
語

る
も
の
で
す
。

◎
７
世
紀
に

は
百
済
救
援

の
た
め
2
万

７
千
人
の
朝

鮮
出
兵
が
あ

り
、
こ
の
周

辺
か
ら
も
動

員
さ
れ
た
で

し
ょ
う
。

◎
多
摩
湖
町

か
ら
昭
和
９
年
に
発
見
さ
れ

た
瓦
塔
（
歴
史
館
に
レ
プ
リ

カ
）
は
、
こ
の
こ
ろ
の
出
兵

で
戦
死
し
た
人
た
ち
の
供
養

塔
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◎
９
世
紀
、
多
摩
郡
と
入
間

郡
の
境
に
旅
行
者
の
救
護
施

設
と
し
て
悲
田
処
設
置
を
朝

廷
に
要
請
し
て
い
ま
す
。
そ

の
跡
地
は
秋
津
町
説
・
多
摩

湖
町
説
・
所
沢
説
な
ど
あ
り

ま
す
が
徳
蔵
寺
遺
跡
が
有
力

の
よ
う
で
す
。

現
在
、
ふ
る
さ
と
歴
史
館

で
は
『
水
の
恵
み

下
宅
部

遺
跡
の
す
べ
て
』
と
題
し
、

遺
跡
の
出
土
品
を
展
示
し
て

い
ま
す
。
６
月
21
日
（
日
）

ま
で
公
開
し
て
ま
す
の
で
菖

蒲
ま
つ
り
の
帰
り
に
で
も
立

ち
寄
っ
て
ご
覧
下
さ
い
。

東村山市北西部地区「歴史とロマン」わくわくするまちづくり市民の会

下
宅
部
遺
跡
出
土
品
展
示

平
成
20
年
は
６
月
７
、

８
、
14
、
15
日
に
、
北
山

公
園
菖
蒲
ま
つ
り
、
正
福

寺
、
徳
蔵
寺
で
延
べ
60
人

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

が
活
動
し
ま
し
た
。

正
福
寺
は
千
950
人
。
徳

蔵
寺
は
378
人
。
菖
蒲
園
は

数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
来

訪
者
に
ガ
イ
ド
し
ま
し
た
。

（
市
公
園
課
調
べ
で
菖
蒲

ま
つ
り
入
園
者
７
万
５
千

人
）
。

11
月
３
日
の
地
蔵
ま
つ

り
に
は
12
名
の
ガ
イ
ド
が

活
躍
し
ま
し
た
。
11
月
16

日
の
「
歴
史
散
策
と
郷
土

食
の
会
」
は
あ
い
に
く
の

雨
の
た
め
コ
ー
ス
を
次
の

よ
う
に
変
更
し
ま
し
た
。

《
歴
史
館
↓
徳
蔵
寺
↓
白

山
神
社
↓
東
山
道
武
蔵
路

跡
↓
猿
田
彦
神
社
↓
大
善

院
↓
正
福
寺
↓
諏
訪
神
社
》

郷
土
食
は
う
ど
ん
で
は

な
く
『
す
い
と
ん
』
で
し

た
。
す
い
と
ん
は
初
め
て

の
試
み
で
し
た
が
評
判
が

良
く
多
く
の
人
に
喜
ば
れ

ま
し
た
。

ガ
イ
ド
は
慣
れ
、
質
も

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
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下
宅
部
遺
跡
出
土
品

都
文
化
財
に
指
定

平
成
21
年
度
の
会
費
納
入

を
お
願
い
し
ま
す
。
最
寄
り
の

（
関
係
の
）
役
員
さ
ん
に
お
渡

し
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い

で
す
。
ど
う
し
て
も
そ
の
機
会

が
な
い
場
合
は
、
「
ふ
る
さ
と

歴
史
館
」
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

電
話
396-

３
８
０
０

会
費
納
入
の
お
願
い

漆
塗
り
・
杓
子
な
ど
58
点

活躍！ ボランティアガイド

平
成
19
年
４
月
か
ら
建
設

中
の
再
開
発
ビ
ル

は
間
も
な
く
完
成

し
、
各
テ
ナ
ン
ト

企
業
に
よ
る
内
装

工
事
が
行
わ
れ
営

業
は
９
月
以
降
順

次
始
め
ら
れ
ま
す
。

市
の
観
光
関
連
の
係
の
窓

口
も
で
き
、
観
光
マ
ッ
プ
、

チ
ラ
シ
等
も
備
え

ら
れ
ま
す
。

駅
前
広
場
工
事

も
始
ま
っ
て
い
ま

す
が
８
月
末
に
は

完
成
し
９
月
か
ら

全
面
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

東
村
山
駅
西
口
地
区
再
開
発
事
業

漆塗弓・・・・８点
漆塗杓子・・・２点
漆塗土器・・・５点
漆液容器等・・10点
磨石・・・・・１点
漆塗容器・・・３点
漆塗装身具等・６点
漆接合土器・・11点
漆液採取樹木・12点
附 縄文土器・20点

【指定された58点】

再
開
発
ビ
ル
は
６
月
末

駅
前
広
場
は
８
月
末
完
成
予
定

杓子柄

飾
り
弓

「資料で読む
古代の東村山」
講師：日笠山正治氏

出土時の飾り弓

講演する日笠山正治氏

し
ゃ
く
し

※
杓
子
：
飯
ま
た
は
汁
な
ど
の
食

物
を
す
く
い
と
る
具
。
頭
は
小

皿
の
よ
う
で
こ
れ
に
柄
を
つ
け

た
も
の
。
（
広
辞
苑
よ
り
）

講

演


